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会社分割（簡易新設分割）による芦別工場の分社化について 

 
 当社は、平成 21 年 4 月 3 日開催の取締役会において、製造部門およびサービス部門である芦

別工場を会社分割し、その事業を新設会社に承継させることを決定いたしましたのでお知らせい

たします。 
 尚、本分割は、当社単独簡易新設分割であるため、開示事項、内容を一部省略して開示してい

ます。 
 

記 
 
１．会社分割の目的 
  当社グループは、グループの売上のうち海外売上が 6 割を超えるところまで大きくなり、為

替等の影響を受けるリスクが高まりつつあります。 
ついては昨年 9 月以降の世界経済危機のあと、為替も大きく変動し、日本経済に大きく影響

を及ぼした事実を踏まえ、当社としても為替に影響されにくい生産体制の構築が新たな成長戦

略の遂行において必須事項と捉えております。 
  当社グループの生産の 9 割は外注工場での生産となっております。主にロット単位での量産

は外注工場で対応しており、現在、生産全体の課題でもある早期のドル出荷ベースの生産体制

への移行に向けて準備を開始いたしました。 
  一方、当社グループにおける顧客サービスの対応としては、前述の製品をロット単位での量

産だけでなく、数は多くないものの複数の製品を少量ずつ生産していく少量多品種生産も強く

求められており、これまで唯一の自社生産拠点でもある芦別工場が対応しておりました。   
当該会社分割の目的としましては、当社グループとして量産と少量多品種生産の双方に対応

すべく、芦別工場を少量多品種生産の専門工場として分社化することで役割を明確にし、サー

ビス事業と合わせて顧客サービスに対し、より充実した体制を確立することであります。 
あわせて、当社としても全製品について外注生産方式を確立して出荷態勢を整備するととも

に、今後の事業採算を重視したコスト管理と専門的な人員体制の構築、ひいては当社グループ

のメイン事業である製品開発へ経営資源を集中することが実現できると考えております。 
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２．会社分割の要旨 
（1）分割の日程 
  新設分割計画書承認取締役会  平成 21 年４月３日 
  分割期日（効力発生日）   平成 21 年６月１日（予定） 
  新設会社設立登記日    平成 21 年６月１日（予定） 
   なお、本件新設分割は、会社法第 805 条に定める簡易分割により、本新設分割計画書につ

いて、株主総会の承認を得ることなく行います。 
 
（2）分割方式 
  当社を分割会社とし、新設会社「北海道電子工業株式会社」を承継会社とする簡易分割によ

る分社型新設分割です。 
 
（3）割り当て株式数 
  本分割に際し新設会社の発行する株式（1000 株）は、全て分割会社である当社に割当交付さ

れます。 

 
（4）分割により減少する資本金等 
  分割により減少する資本金等はありません。 
 
（5）当社の新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 
  該当事項はありません。 
 
（6）承継会社が承継する権利義務 
  新設会社は、本分割の効力発生日において、承継事業を遂行する上で必要とされる当該事業

にかかる資産および契約上の地位等の権利義務を承継いたします。 
 
（7）債務履行の見込み 
  該当事項はありません。 
 
（8）承継会社に就任する役員 
  取締役   俵  政 美（当社 代表取締役社長） 
  監査役   田 中 洋 一（非常勤。当社 常勤監査役） 
 
３．分割当事会社の概要 
（1）分割当事会社の概要 
商号 株式会社オプトエレクトロニクス 

（分割会社 平成 20 年 11 月 30 日現在）

北海道電子工業株式会社 

（新設会社 平成 21 年 6 月 1 日予定） 

事業内容 電子機器、電気機器およびコンピュ 電子機器、電気機器およびコンピュー
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ータ周辺機器の設計、開発、製造お

よび販売 

タ周辺機器の製造、修理メンテナンス

および、設計、開発、販売 

設立年月日 昭和 51 年 12 月 10 日 平成 21 年 6 月 1 日（予定） 
本店所在地 埼玉県蕨市塚越 4 丁目 12 番 17 号 北海道芦別市上芦別町 118 番 122 
代表者 代表取締役社長 俵  政 美 取締役  俵  政 美 
資本金の額 759 百万円 50 百万円 
発行済株式総数 5,263,000 株 1,000 株 
純資産 5,017 百万円（連結） 187 百万円 
総資産 16,974 百万円（連結） 187 百万円 
事業年度の末日 11 月 30 日 11 月 30 日 
主要取引先 パナソニック㈱ 

シャープ㈱ 
㈱サトー 
カシオ計算機㈱ 

株式会社オプトエレクトロニクス 
Opticon Sensors Europe（オランダ）

Opticon（アメリカ） 
亞洲光学（台湾）  

従業員 269 人（連結） 18 人（予定） 
大株主及び 
持株比率 

㈱俵興産 （23.07％）    
俵 政美 （22.42％） 

㈱オプトエレクトロニクス（100％） 

主要取引銀行 ㈱三菱東京 UFJ 銀行 
㈱埼玉りそな銀行 
㈱みずほ銀行 
㈱三井住友銀行 

㈱北海道銀行 
㈱北洋銀行 

 
（2）最近 3 決算期間の業績（連結） 
 株式会社オプトエレクトロニクス 

決 算 期 平成 18 年 11 月期 平成 19 年 11 月期 平成 20 年 11 月期 
売上高（百万円） 9,140 9,836 9,360 
営業利益（百万円） 775 388 404 
経常利益（百万円） 759 217 192 
当期純利益（百万円） 146 29 126 
総資産（百万円） 13,689 16,919 16,974 
純資産（百万円） 5,180 5,398 5,017 
1 株当たり配当額（円） 10 10 10 
1 株当たり当期純利益(円) 27.93 5.64 24.12 
1 株当たり純資産(円) 984.40 1025.75 953.33 
配当性向（％） 35.9 177.3 41.5 
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４．分割する事業の内容 
（1）製造部門およびサービス部門の内容 

モジュールエンジン、バーコードスキャナ等光学応用製品の製造、販売および製品の修理メ

ンテナンスに関する事業部門を分割の予定です。 
 

（2）分割する事業の売上高（平成 20 年 11 月期）              
  該当部門(a) 当社 20 年 11 月期実績(b) 比率(a/b) 
売上高 746 百万円 9360 百万円（連結） 8.0％ 

 
（3）承継させる資産、負債の項目および金額（平成 21 年 4 月 3 日現在）    *金額は想定 

資 産  負  債  
項  目 帳簿価額（百万円） 項  目 帳簿価額（百万円） 

流動資産 42 流動負債 － 
固定資産 145 固定負債 － 

合  計 187 合  計 － 
  
５．分割後の当社の状況 
（1）本件分割に伴う当社の商号、事業内容、本店所在地、代表者の役職・氏名、資本金の額お

よび事業年度末日の変更はありません。 
  
（2）業績に与える影響   
  本件新設会社は 100％連結子会社であり、かつ当社の既存事業を承継するものであることか  
 ら、今期および来期のグループ業績への影響については軽微となる見込みです。 
 その他当社業績並びにグループの業績に影響があると判断した事項につきましては、明らかに

なり次第お知らせいたします。 
以上 


